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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月10日(2015.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　次に上記構成の作用を図２及び図３をも参照しながら述べる。インバータ回路１のＵＶ
Ｗ相の主ブリッジ５Ｕ、５Ｖ、５Ｗにおけるスイッチング素子７ＵＰ～７ＷＮ、並びに補
助ブリッジ６Ｕ、６Ｖ、６Ｗにおけるスイッチング素子８ＵＰ～８ＷＮのオンオフパター
ンは、制御部１３でのＰＷＭ制御によって三相正弦波交流に変換する通常のインバータ回
路のそれと同じである。これを図３によりＵ相について述べると、Ｕ相主ブリッジ６Ｕの
スイッチング素子７ＵＰ及び７ＵＮのオンオフパターンは図３の（ｂ）（ｄ）に示す通り
であり、Ｔ１がいわゆるデットタイムである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　（イ）のパターンでは、先ず先行する時刻ｔ１で補助ブリッジ６Ｕの正側スイッチング
素子８ＵＰがオンする。すると経路Ｌ１で示すように、電流Ｉａが素子８ＵＰ及び限流リ
アクトル１１Ｕを通り主ブリッジ５Ｕのオフ状態にある負側スイッチング素子７ＵＮと逆
向き並列な還流ダイオードＤ１を逆向きに通り負側直流入力ライン４に至る。このように
還流ダイオードＤ１を逆向きに通る電流が発生するのは、前回のスイッチングサイクルで
ステータ巻線に保存された電気的エネルギーが還流電流として同ダイオードＤ１を順方向
に通って生じた残留キャリアによるもので、いわゆるリカバリ電流である。
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